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ご注意

1 本書に記載した内容は、 予告なしに変更するこ とがあ り ます。

2 当社は、 本書に関して特定目的の市場性と適合性に対する保証を含む一切の保証をいたしか
ねます。

3 当社は、 本書の記載事項の誤り、 またはマテ リ アルの提供、 性能、 使用によ り発生した損害
については責任を負いかねますのでご了承ください。

4 本製品パッケージと して提供した本書、 CD-ROM などの媒体は本製品用だけにお使いくださ

い。 プログラムをコピーする場合はバッ クアップ用だけにして ください。 プログラムをその
ままの形で、 あるいは変更を加えて第三者に販売するこ とは固く禁じられています。

本書には著作権によって保護される内容が含まれています。 本書の内容の一部または全部を著作
者の許諾なしに複製、 改変、 および翻訳するこ とは、 著作権法下での許可事項を除き、 禁止され
ています。

All rights are reserved.

Restricted Rights Legend

Confidential computer software. Valid license from HP required for possession, use or copying. Consistent 
with FAR 12.211 and 12.212, Commercial Computer Software, Computer Software Documentation, and 
Technical Data for Commercial Items are licensed to the U.S. Government under vendor's standard 
commercial license.

Copyright Notices

© Copyright 1999-2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Packet Design, Inc. のソフ ト ウェアも含みます。

© Copyright 2006 Packet Design, Inc.

Trademark Notices

Linux は、 Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Microsoft® および Windows® は、 米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登

録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

その他の製品名は、 登録商標を所有する各社に帰属します。
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サポート情報

次の HP ソフ ト ウェア サポート  Web サイ トにアクセスできます。

http://support.openview.hp.com/support.jsp 
HP ソフ ト ウェアサポート  オンラインでは、 対話型の技術支援ツールに素早く効率的にアクセス

いただけます。 サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• マニュアル類の検索

• サポート ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求 ( 英語 )

• ソフ ト ウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポートの連絡先の検索

• 利用可能なサービスの確認

• フォーラムへの参加

• ソフ ト ウェア ト レーニングの確認と登録

各種サポートのご利用の際は、 ほとんどの場合、 HP Passport ユーザーと してご登録いただき、 ロ

グインしていただく必要があ り ます。 また、 サポート契約も必要です。

アクセスレベルと  HP Passport に関する詳細は以下を参照して ください。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp

原 典

本書は 『HP Route Analytics Management System Developer's Guide』 (HP Part No. BA129-90026) を翻

訳したものです。
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1 はじめに
API ( アプ リ ケーシ ョ ンプログラ ミ ングインタフェース ) を使って RAMS クエ

リーを作成するこ とができます。RAMS クエ リーは、XML-RPC ( 拡張マークアッ

プ言語用リモートプロシージャコール ) から発行される特殊なクエ リーです。

通常、 これらのクエ リーは、 C、 Java、 Perl のよ うなコンピュータ言語で書かれた

コンピュータプログラムから発行されます。 本書では、 Perl スク リプ ト言語で書

かれた例を説明します。

コンピュータプログラムから クエ リーを実行する と、 以下の処理が可能です。

• RAMS から具体的なルート分析情報を取得する。

• XML-RPC をサポートする他のツールに RAMS を統合する。
 13
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2 クエリーの設定と使用方法
本章では、 RAMS クエ リーの設定方法と使用方法について説明します。 プログラ

ムでこれらのクエ リーを使用するには、 適切な XML-RPC ラ イブラ リ またはパッ

ケージと リ ンクする必要があ り ます。

注記 XML-RPC では大文字と小文字が区別されます。

詳細は、 http://www.xmlrpc.com を参照して ください。
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クエリーを受け付けるように RAMS を設定する方法

クエ リーを使用する前に、クエ リーを受け付けるよ うに RAMS を設定する必要が

あ り ます。複数の Route Recorder と集中型の Modeling Engine を使用して開発を行

う場合は、 クエ リーを有効にする と きに以下の推奨事項を参考にして ください。

• 警報と監視リ ス トについては、 複数の Route Recorder からの情報を必要とす
る警報 (たとえば、Route Change) を除き、デスティネーシ ョ ンの Route Recorder
でクエ リーを有効にします。

• ネッ ト ワーク全体の情報については、集中型の Modeling Engine でクエ リーを
有効にします。

• Route Recorder の領域またはプロ ト コルに固有の情報については、 その Route
Recorder でクエ リーを有効にします。

クエ リーを有効にするには、 以下の手順を実行します。

1 RAMS または集中型の Modeling Engine の [Home] ページで [Administration]
をク リ ッ ク し、 左のナビゲーシ ョ ンバーの [Queries] をク リ ッ ク します。

図 1 に示すよ うに [Queries] ページが表示されます。

2 [Enable queries] を選択します。

3 パスワードを入力し、確認用のパスワード も入力します。パスワードには 1 ～
8 字の英数字を使用し、 大文字と小文字と区別して指定します。 Null 文字、 空
白、 アンダースコアは使用できません。

4 [Update] をク リ ッ ク します。
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図 1 [Queries] ページ
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クエリーの使用方法

第 3 章では、表 1 に示す XML-RPC 呼び出しの入力パラ メータ と結果を示します。

各呼び出しのメ ソ ッ ド名は、接頭辞 「RouteAnalyzer.」 と、 表に示すクエ リー

名で構成されます。 api_mp_ で始まる クエ リーは、 IGP および BGP の両プロ ト

コルド メ インからデータを取得するために使用できます。 api_list_a_route
は、 IGP および BGP の両プロ ト コルド メ イ ンを交差するパスに使用し ます。

api_vpn_ で始まる呼び出しは、BGP/MPLS VPN プロ ト コルド メ インにのみ使用

します。 残りは、 IGP プロ ト コルド メ インにのみ使用します。

注記 XML ではセパレータ と して 「<」 と 「>」 を使用し、 改行文字は使
用しませんが、 サンプルのクエ リープログラムで呼び出される  Dumper 
関数を使用する と、 XML を読みやすい形式に変換するこ とができます。
第 3 章に示すサンプル出力では、 この読みやすい形式を使用します。
Dumper 関数は、 「Data」 とい う標準 Perl パッケージにあ り ます。

表 1 クエリー呼び出しと説明

クエリー 説明 ページ

api_del_watch_list 指定された警報の監視リ ス ト を削除します。 32

api_get_alert_destination
_info

指定さ れた警報の宛先に関する情報を返し
ます。

34

api_get_watch_list 指定された警報の監視リ ス ト を返します。 37

api_link_list 指定されたネッ ト ワークの リ ンク リ ス ト を返
します。

40

api_list_a_route パス  ( 経路 ) のメ ト リ ッ ク総数と リ ンク リ ス
ト を返します。

43

api_list_a_route_ECMP すべての ECMP パスを対象に、パス  ( 経路 ) の
メ ト リ ッ ク総数と リ ンク リ ス ト を返します。

47

api_mp_close_handle このクエリーは、生成済みのレポートハンドル
を取得し、レポート を閉じて、レポートが使用
している メモ リ と リ ソースを解放します。

51

api_mp_events 2 つの時刻の間に発生したマルチプロ ト コル
ネッ ト ワーク イベン トの リ ス ト を返します。

52

api_mp_events_handle 2 つの時刻の間に発生したマルチプロ ト コル
ネッ ト ワーク イベン トの リ ス ト をユーザー指
定のサイズに分けて返します。

56
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api_mp_links マルチプロ ト コルネッ ト ワークのフ ィルター
条件を満たすリ ンクの リ ス ト を返します。

64

api_mp_list_handle レポートの うち、 ユーザー指定のエン ト リか
ら始まるユーザー指定の数のエン ト リ を返し
ます。

68

api_mp_routes マルチプロ ト コルネッ ト ワークのプレフ ィ ッ
クス経路のうち、 フ ィルター条件を満たす経
路のリ ス ト を返します。

85

api_mp_routes_handle マルチプロ ト コルネッ ト ワークのプレフ ィ ッ
クス経路のうち、 フ ィルター条件を満たす経
路のリ ス ト をユーザー指定のサイズに分けて
返します。

89

api_mp_routers マルチプロ ト コルネッ ト ワークのルーターの
うち、 フ ィルター条件を満たすルーターのリ
ス ト を返します。

90

api_prefix_events 指定されたプレフ ィ ッ クスのイベン ト リ ス ト
を返します。

94

api_prefix_list_filtered 指定されたルーターのプレフ ィ ッ クス リ ス ト
を返します。

101

api_prefix_list_multi_orig 指定されたネッ ト ワークの複数のルーターに
よって通知されたプレフ ィ ッ クスの リ ス ト を
返します。

104

api_prefix_list_same 同時に複数のルーターによって通知されたす
べてのプレフ ィ ッ クスの リ ス ト を返します。

108

api_resource_status アプライアンスのメモ リ、 ディ スク、 スワ ッ
プ領域の現状を返します。

111

api_router_events 指定されたルーターに関連するイベン トの リ
ス ト を返します。

115

api_router_list 指定されたネッ ト ワークのルーターのリ ス ト
を返します。

119

api_router_summarizable 集約可能な複数のプレフ ィ ッ クスを通知して
いるルーターのリ ス ト を返します。

122

クエリー 説明 ページ
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api_system_health ネッ ト ワーク内の Route Explorer システムと  
Traffic Explorer システムの稼働状態を返しま
す。 設定された各記録プロセスの記録ステー
タス とプロセスのデータベースの書き込みス
テータスも含まれます。

125

api_vpn_cust_rt_list VPN カスタマ名と  RT (Route Target) のマッピ
ング リ ス ト を返します。

129

api_vpn_customer_pe_
participation

各 VPN カスタマに関連する  PE の統計を返し
ます。

132

api_vpn_customer_pe_list 指定された VPN カスタマに関連する  PE のリ
ス ト を返します。

136

api_vpn_customer
_reachability

各 VPN カスタマの到達可能性統計を返します。 140

api_vpn_customer_rea
chability_by_peer

指定された VPN カスタマの各 PE の到達可能
性統計を返します。

144

api_vpn_route_target_pe
_participation

指定されたネッ ト ワークの各 RT (Route 
Target) に関連する  PE の統計を返します。

149

api_vpn_route_target_pe
_list

指定さ れた  RT (Route Target) に関連する  PE
ルータ ーと その VPN 状態のリ ス ト を返し
ます。

153

api_vpn_route_target_
reachability

指定されたネッ ト ワークの各 RT (Route 
Target) の到達可能性統計を返します。

157

api_vpn_route_target_
reachability_by_peer

指定された RT (Route Target) の各 PE の到達
可能性統計を返します。

162

api_vpn_routes 指定されたネッ ト ワークの VPN 経路リ ス ト
を返します。

167

api_vpn_routes_handle ネッ ト ワーク内で通知されているすべてのプ
レフ ィ ッ クスの リ ス ト を返します。

171

クエリー 説明 ページ
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エラーコード

RAMS で使用されるエラーコードを表 2 に示します。

表 2 XML-RPC のエラーコード

コード 説明

200 データベース名が無効。

201 ト ポロジ名が無効。

202 時刻が無効。

203 メモ リ割り当てエラー。

204 パスワードの誤り。

205 フ ィルター式が無効。

206 レポート名の形式が無効。

207 レポート名が無効。

208 VPN カスタマが文字列でない。

209 VPN カスタマが無効。

210 レポートハンドルが無効。

211 RT (Route Target) の形式が無効。

212 RT (Route Target) が無効。

213 監視リ ス トが存在しない。

214 要求の IP アドレス構造体が無効。

215 ソースルーターが存在しない。

216 パスの長さが 0。
219 ト ラ ップ名が無効。

220 データベースからルーティングイベン ト をロードできない。

221 システム リ ソース情報を処理できない。

222 1 つ以上のデータベースに接続できない。
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警報値

表 3 に警報値と対応する警報名を示します。

表 3 警報値と警報名 

警報値 警報名

AdjLost Adjacency Lost

AdjEst Adjacency Established

LnkFlap Adjacency Flap

RtChange Prefix Change

RtOrigChange Prefix Origination Change

PrefixFlap Prefix Flap

RtFlap Route Change

Event Routing Event

EChurn Excess Churn

PeerChange Peer Change

BgpPrefixDrought Prefix Drought

BgpPrefixFlood Prefix Flood

BgpRouteFlap Route Flap

BgpLostRedund Lost Redundancy

BgpLostPeer Lost Peer

BgpEstPeer Established Peer

BgpAcqRedund Acquired Redundancy

BgpASPathLonger AP Path Longer

BgpDownToOnePath Down to one path

BgpDownToZeroPaths Down To Zero Paths

RtrReachability Customer Reachability by PE

CustReachability Customer Reachability

CustPrivacy Customer PE Participation

RtrIntrusion New Customer PE
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クエリーのデータ構造体

各呼び出しの入力パラ メータおよび出力結果に使用されるデータ構造体には、 い
くつかの種類があ り ます。 以下のリ ス トでは、 各形式で使用される一般的な構造
体 ( ルーター、 リ ンク、 プレフ ィ ッ クスなど ) 間の相違を示すと と もに、構造体の

要素のデータ型を示します。このリ ス トは、新しいマルチプロ ト コル (MP)/VPN 呼
び出しのデータ構造体と、 古い非 MP/VPN 呼び出しのデータ構造体の 2 種類に分

かれています。

非 MP/VPN 呼び出しのデータ構造体

非 MP/VPN 呼び出しで使用される一般的な構造体は以下のとおりです。

• IP 構造体 : 以下のいずれかです。

— ip4_addr (IP4 アドレス ): 文字列

— ip6_addr (IP6 アドレス ): 文字列

• プレフ ィ ッ クス構造体 :

— masklen ( マスク長 ): 整数

— ip_addr (IP アドレス ): IP 構造体

• ルーター構造体 :

— ip_addr (IP アドレス ): IP 構造体

— maskLen ( マスク長 ): 整数

— name ( 名前 ): 文字列

— nodeType ( ノードのタイプ ): 文字列

— nodeProto ( ノードのプロ ト コル ): 文字列

— nodeArea ( ノードの領域 ): 文字列

— nodeState ( ノードの状態 ): 文字列

• インタフェース構造体 :

— source ( ソース ): IP 構造体

— destination ( デスティネーシ ョ ン ): IP 構造体

— metric ( メ ト リ ッ ク ): 整数

— bw ( 帯域幅 ): double (Kbps 単位 )
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— delay ( 遅延 ): double ( マイ クロ秒単位 )

— state ( 状態 ): 整数

• リ ンク構造体 :

— source ( ソース ): ルーター構造体

— destination ( デスティネーシ ョ ン ): ルーター構造体

— interfaces ( インタフェース ): インタフェース構造体の配列

MP/VPN 呼び出しのデータ構造体

MP/VPN 呼び出しで使用される一般的な構造体は以下のとおりです。

• MP IP 構造体 :

— ip4_addr (IP4 アドレス ): 文字列

• MP プレフ ィ ッ クス構造体 : 

— masklen ( マスク長 ): 整数

— ip_addr (IP アドレス ): MP IP 構造体

• MP 状態構造体 :

— down ( ダウン ): 文字列

— inBaseline ( 基準値 ): 文字列 ( 要求された場合 )

• MP ルーター構造体 :

— name ( 名前 ): 文字列 ( ルーター名が存在する場合 )

— ipaddr (IP アドレス ): MP IP 構造体 ( ルーターに IP がある場合 )

— type ( タイプ ): 文字列

— sysid ( システム ID): 文字列 ( プロ ト コルが ISIS の場合 )

— protoType ( プロ ト コルタイプ ): 文字列 ( プロ ト コルが ISIS の場合 )

— model ( モデル ): 文字列 ( プロ ト コルが EIGRP の場合 )

— softwareVersion ( ソフ ト ウェアバージ ョ ン ): 文字列 ( プロ ト コルが EIGRP 
の場合 )

• MP リ ンク構造体 :

— srcNode ( ソース ノード ): MP ルーター構造体

— dstNode ( デスティネーシ ョ ンノード ): MP ルーター構造体
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— state ( 状態 ): MP 状態構造体 ( 基準値なし )

• BGP 属性構造体 :

— asPath (AS Path 属性 ): 文字列 ( 属性がある場合 )  

— origin (Origin 属性 ): 文字列 ( 属性がある場合 )

— localPref (Local-Pref 属性 ): 整数 ( 属性がある場合 )

— nextHop (Next Hop): 文字列 ( 属性がある場合 )

— originator (Originator 属性 ): 文字列 ( 属性がある場合 )

— clusterList (Cluster List 属性 ): 文字列 ( 属性がある場合 )

— aggregator (Aggregator 属性 ): ( 属性がある場合 )

ipaddr (IP アドレス ): 文字列

as (AS): 整数

— atomic (Atomic Aggregate 属性 ): ブール ( 属性がある場合 )

— extCommunities (Extended Community 属性 ): 文字列 ( 属性がある場合 )

— mpReachabililtyNextHop: 文字列 ( 属性がある場合 )

• LS 属性構造体 :

— metric ( メ ト リ ッ ク ): 整数

— metricType (Metric Type): 文字列

— forwardAddr: 文字列 ( 属性がある場合 )

• EIGRP 属性構造体 :

— metricBW: 整数 ( 帯域幅の逆数、 Bps 単位、 2.56 * 1012 をかける )

— metricDelay: 整数 (10 マイ ク ロ秒 * 256 単位 )

— metricType (Metric Type): 文字列

— ifname: 文字列 ( 属性がある場合 )

• 静的属性構造体 :

— nextHops: 以下の属性の配列 

— nextHop (Next Hop): 文字列

• ト ポロジ構造体 :

— fullName ( 完全名 ): 文字列

— protocol ( プロ ト コル ): 文字列
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MP/VPN 呼び出し と非 MP/VPN 呼び出しの両方で使用される構造体は以下のと

おりです。

• バージ ョ ン構造体 :

— appliance_version ( アプライアンスのバージ ョ ン ): 文字列

— software_version ( ソフ ト ウェアバージ ョ ン ): 文字列
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3 リエン ト ラン ト クエリーの使用方法
クエ リー api_mp_events、 api_mp_routes、 api_vpn_routes には、 以下の リ エン ト ラ

ン トバージ ョ ンがあ り ます。

• api_mp_events_handle

• api_mp_osi_routes_handle

• api_mp_prefixes_multi_origin_handle

• api_mp_routes_handle

• api_vpn_routes_handle

これらのバージ ョ ンを使用する と、 大きいレポート を作成し、 そのレポート を複
数に分けて取得した後、 レポー ト を閉じる こ とができます。 標準的な方法では、
レポート を作成し、 すべてのエン ト リ を取得した後、 1 回の呼び出しでレポート

全体を閉じますが、それとは対照的です。処理に長い時間がかかり、多くの リ ソー
スを消費するレポートの場合、 レポート を複数の小さい呼び出しに分割するこ と
によって、 1 つの呼び出しが長時間 RAMS を独占するのを防ぐこ とができます。

リエン ト ラン ト クエ リーを使用するには、 以下の手順を実行します。

1 クエ リーの リエン ト ラン トバージ ョ ンを使用してレポート を作成し、 レポー
トのハンドルを返します。

ハンドルは、 後の呼び出しでレポート を指定するために使用する整数です。

これらの呼び出しのリエン ト ラン トバージ ョ ンで使用するパラ メータは、 標
準バージ ョ ンのパラ メータ と同じです。 唯一の違いは、 レポート全体の代わ
りにハンドルが返される点です。

2 api_mp_list_handle 呼び出しを使用して、 レポートの うち、 ユーザー指定のエ
ン ト リから始まるユーザー指定の数のエン ト リ を返します。

通常の場合、 レポートの最初から同じサイズのま と ま り を返し、 レポート全
体が取得されるまで続けますが、 レポートから連続的なま と ま り を取得する
方法に制限はあ り ません。
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3 終了後、 api_mp_close_handle を使用してレポート を閉じ、 使用されている可
能性のある リ ソースを解放します。

この処理が終了した後は、 api_mp_list_handle を使用してレポートの部分を取
得するこ とはできません。

以下の例では、 ユーザーが api_mp_events 呼び出しの結果を  1 回に 500 エン ト リ

ずつ取得できるよ うに、 3 種類の呼び出しをすべて使用します。

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_mp_events_handle ip database
[filter] \n";exit(0);

} 

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("4 Jul 2000 00:55:17 PST");
my $t2 = str2time("4 Jul 2005 11:55:18 PST");

# 10K entries default; if -1 entered
# RPC implementation will return all
my $num = 10000;
$num = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

my $openreq = RPC::XML::request->new(
RouteAnalyzer.api_mp_events_handle',
RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
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RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)),
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t2)),
RPC::XML::RPC_STRING($filter),
RPC::XML::RPC_INT($num)

);

my $openres = $client->send_request($openreq);
if ($openres->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $overall = $openres->value;

my $handle = int($overall->{result});
my $total = int($overall->{numRequestedEntries});

# chunk size is set to 5000
my $step = 5000;

my $index;
my $num;
my $result;
for ($index = 0; $index < $total; $index += $step) {

my $delta = $total: $index;
if ($delta > $step) { $delta = $step; }
my $listreq = RPC::XML::request->new(

'RouteAnalyzer.api_mp_list_handle',
RPC::XML::RPC_INT($handle),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
RPC::XML::RPC_INT($index),
RPC::XML::RPC_INT($delta),

);
my $listresp = $client->send_request($listreq);
for (@{$listresp->value->{result}}) {
push @{$result}, $_;
}

}

my $closereq = RPC::XML::request->new(
'RouteAnalyzer.api_mp_close_handle',
RPC::XML::RPC_INT($handle),
RPC::XML::RPC_STRING($database),

);

my $closeres = $client->send_request($closereq);

$overall->{result} = $result;
my $p = Dumper($overall);
print $p;
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4 XML-RPC クエリー
本章では、 RAMS XML-RPC クエ リーの呼び出し、 入力パラ メータ、 結果につい

て説明します。
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api_del_watch_list

RPC 呼び出し : Route Analyzer.api_del_watch_list {password} {alert}

このクエ リーは、 警報に設定済みの監視リ ス ト を削除します。 監視リ ス ト とは、
警報の対象となるイベン ト を限定するために指定された基準のリ ス トであ り、 基
準の形式はプレフ ィ ッ ク ス とマス クの組み合わせやソースルーターとデステ ィ
ネーシ ョ ンルーターの組み合わせなど警報によ り異な り ます。 監視リ ス ト を削除
する と、 警報に対する制限は除去されます。 このクエ リーは、 正常終了の場合は

1 を、 それ以外の場合は 0 を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• alert: 監視リ ス ト を削除する警報。 現在、 監視リ ス ト を削除できる警報は、
AdjLost、 AdjEst、 RtFlap、 LnkFlap、 RtOrigChange、 RtChange、 PeerChange、
BgpRouteFlap、 BgpLostRedund です。 警報の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の
「警報機能」 の章を参照して ください。

出力の構造

• ブール
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_del_watch_list ip\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
my $alert = "RtFlap";
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs, 
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_del_watch_list', 

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($alert)

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---", 

Dumper ($value1) );
}

サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
'0'
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api_get_alert_destination_info

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_get_alert_destination_info {password} {alert}

このクエ リーは、 『ユーザーガイ ド』 の 「VPN 設定およびレポート 」 に記述され

ている  Web 管理インタフェースを使用して設定された警報の宛先に関する情報

を返します。 この情報には、警報の宛先、 SNMP ト ラ ップのコ ミ ュニティ、 SNMP
ト ラ ップの宛先、 しきい値、 タイムスケールが含まれます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• alert: 宛先情報を要求する警報。 現在、 実装されている警告は、 AdjLost、
AdjEst、 RtFlap、 LnkFlap、 RtOrigChange、 RtChange、 Event、 EChurn、
PeerChange、 PrefixFlap、 BgpPrefixDrought、 BgpPrefixFlood、 BgpRouteFlap、
BgpLostRedund、 BgpASPathLonger、 BgpDownToOnePath、
BgpDownToZeroPaths、 BgpAcquiredRedund、 RtrReachability、
CustReachability、 CustPrivacy、 RtrIntrusion、 BgpPeerLost です。 警報の詳細
は、 『ユーザーガイ ド』 の 「Alerts」 の章を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• alert_dest ( 警報の宛先 ):

— snmp_trap_community (SNMP ト ラ ップのコ ミ ュニティ ): 文字列

— time_scale ( タイムスケール ): 整数

— threshold ( しきい値 ): 整数 ( パーセン ト )

— alert_destination ( 警報の宛先 ): 文字列

— snmp_trap_destination (SNMP ト ラ ップの宛先 ): 文字列
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_get_alert_destination_info
ip\n"; exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
my $alert = "RtFlap";
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_get_alert_

destination_info', 
RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($alert)

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---", 

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'alert_dest' => {

'snmp_trap_community' => 'public',
'time_scale' => '60',
'threshold' => '50',
'alert_destination' => 'SNMP Trap',
'snmp_trap_destination' => '192.168.0.123'

}
}
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api_get_watch_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_get_watch_list {password} {alert}

このクエ リーは、 指定された警報に設定されている監視リ ス ト を返します。 監視
リ ス ト とは、 警報の対象となるイベン ト を限定するために指定された基準のリ ス
トであ り、 基準の形式はプレフ ィ ッ クス とマスクの組み合わせやソースルーター
とデスティネーシ ョ ンルーターの組み合わせなど警報によ り異な り ます。 RtFlap
警報に設定されている監視リ ス ト をサンプル出力に示します。 ソースルーター、
デスティネーシ ョ ンルーター、および 「op」 値が出力されます。「op」 値は、「and」、
「or」、 「none」 です。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• alert: 設定されている監視リ ス ト を要求する警報。現在、監視リ ス ト を取得で
き る 警報は、 AdjLost、 AdjEst、 RtFlap、 LnkFlap、 RtOrigChange、 RtChange、
PeerChange、 BgpRouteFlap、 BgpLostRedund です。 警報の詳細は、 『ユーザー
ガイ ド』 の 「警報機能」 の章を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• wlists ( 監視リ ス ト ): 以下の情報の配列

— src ( ソース ): IP 構造体

— dst ( デスティネーシ ョ ン ): IP 構造体

— op: 文字列
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_get_watch_list ip\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
use strict;
use RPC::XML::Client;
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
my $alert = "RtFlap";
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_get_watch_list', 

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($alert)

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---", 

Dumper ($value1) );
}

38 api_get_watch_list



サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'wlists' => [

{
'src' => {
'ip4_addr' => '192.168.0.123'
},
'dst' => {
'ip4_addr' => '192.168.0.40'
},
'op' => 'and'

}
]

}
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api_link_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_link_list {password} {database name} {time}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークの リ ンク リ ス ト を返します。 リ ンクご
とに、 ソース ノード とデスティネーシ ョ ン ノードの記述、 および両ノード間のイ
ンタフェースが出力されます。

注記 このクエ リーは、将来のリ リースで廃止される予定のため推奨でき
ません。新しいアプ リ ケーシ ョ ンには、api_mp_links を使用して ください。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• links ( リ ンク ): リ ンク構造体の配列
40 api_link_list



例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_link_list ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("24 Jul 2003 11:53:33 PST");

push (@reqs, 
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_link_list',

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database),
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1))

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'UCBJul03a',
'report_time' => '20051027T18:46:09',
'links' => [

{
'source' => {'nodeType' => 'Internal',

'ip_addr' => {'ip4_addr' => '169.229.128.130'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '169,229,128,130'

},
'interfaces' => [

{
'source' => {'ip4_addr' => '169.229.128.130'},
'bw' => '0',
'destination' => {'ip4_addr' => '169.229.128.129'},
'metric' => '1000',
'delay' => '10000',
'state' => '1'

}
],

'destination' => {
'nodeType' => 'PseudoNode',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '169,229,128,129'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '29',
'systemID' => '169.229.128.129 DR'

}
},...

]
}
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api_list_a_route

RPC 呼び出し : Route Analyzer.api_list_a_route {password} {database name} {source
address} {dest prefix} {time}

このクエ リーは、 ソースからデスティネーシ ョ ンへのパスに関して、 要求時のメ
ト リ ッ ク総数 ( 計算可能な場合 ) と リ ンク リ ス ト を返します。 同一コス トのパス

が複数存在する場合でも、 1 つのパスの リ ス トのみが返されます。 リ ンクの リ ス

トは順に出力されます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• source address: この XML 構造体には、 ルーター ID またはルーターのイン
タフェースアドレスを示す IPv4 アドレス と、 マスク長 32 を指定します。 こ
のマスクアド レスは、 下位互換のために指定しますが、 このクエ リーでは無
視されます。

• dest prefix: この XML 構造体には、 IPv4 アドレス  (192.168.123.125 など )
とマスク長 (27 など ) で構成されたデスティネーシ ョ ンプレフ ィ ッ クスを指
定します。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。
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出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• route ( 経路 ):

— route_cost ( 経路コス ト ): 整数

— time ( 時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

— links ( リ ンク ): リ ンク構造体の配列
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例

#!/usr/bin/perl

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client; my $req; my @reqs;
my $password = 'admin';

$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = 1099528204;    #seconds since 1970-01-01 00:00:00 UTC

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_list_a_route',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
##### source #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "192.168.99.99"),
masklen => 32),

##### destination #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "10.23.113.0"),
masklen => 27),

RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)) 
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (join "\n", Dumper($value1));

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'tester',
'report_time' => '20041104T00:31:49',
'route' => {

'route_cost' => '5',
'time' => '20041104T00:30:04',
'links' => [

{'source' => {'nodeType' => 'AreaBR_ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.99.99'},
'name' => '',
'nodeArea' => 'tester.OSPF/Backbone',
'systemID' => '192.168.99.99',
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'Unknown',
'maskLen' => '32'

},
'interfaces' => [

{
'source' => {'ip4_addr' => '192.168.116.11'},
'bw' => '0',
'destination' => {'ip4_addr' => '192.168.116.17'},
'metric' => '1',
'delay' => '10000',
'state' => '1'

}
],
'destination' => {'nodeType' => 'PseudoNode',

'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.116.17'},
'name' => '',
'nodeArea' => 'tester.OSPF/Backbone',
'systemID' => '192.168.116.17 DR',
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'Unknown',
'maskLen' => '24'

}
},...

]
}

}
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api_list_a_route_ECMP

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_list_a_route_ECMP {password} {database name}
{source address} {dest prefix} {time}

このクエ リーは、 ソースからデスティネーシ ョ ンへの 1 つ以上の同一コス トパス

に関して、 要求時のメ ト リ ッ ク総数 ( 計算可能な場合 ) と同一コス トパスを構成

する リ ンクの リ ス ト を返します。 この リ ンク リ ス トは、 パスセグメン トのツ リー
を横型検索した結果です。 そのため、 いずれのパスについても、 リ ンクが順に出
力される とは限らず、 複数のパスに存在する リ ンクはリ ス ト内で複数回出力され
る可能性があ り ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• source address: この XML 構造体には、 ルーター ID またはルーターのイン
タフェースアドレスを示す IPv4 アドレス と、 マスク長 32 を指定します。 こ
のマスクアド レスは、 下位互換のために指定しますが、 このクエ リーでは無
視されます。

• dest prefix: この XML 構造体には、 IPv4 アドレス  (192.168.123.125 など )
とマスク長 (27 など ) で構成されたデスティネーシ ョ ンプレフ ィ ッ クスを指
定します。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• route ( 経路 ):
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— route_cost ( 経路コス ト ): 整数

— time ( 時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

— links ( リ ンク ): リ ンク構造体の配列
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例

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client; my $req; my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("3 Nov 2004 16:30:04 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_list_a_route_ECMP',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
##### source #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "192.168.99.99"),
masklen => 32),

##### destination #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "10.23.113.0"),
masklen => 27),

RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)) 
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (join "\n", Dumper($value1));

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'tester',
'report_time' => '20041105T21:24:16',
'route' => {

'route_cost' => '8',
'time' => '20041104T00:30:04',
'links' => [

{'source' => {'nodeType' => 'AreaBR_ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.99.99'},
'name' => '',
'nodeArea' => 'tester.OSPF/Backbone',
'systemID' => '192.168.99.99',
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'Unknown',
'maskLen' => '32'

},
'interfaces' => [

{
'source' => {'ip4_addr' => '192.168.99.99'},
'bw' => '0',
'destination' => {'ip4_addr' => '192.168.107.11'},
'metric' => '2',
'delay' => '10000',
'state' => '1'

}
],
'destination' => {'nodeType' => 'PseudoNode',

'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.107.11'},
'name' => '',
'nodeArea' => 'tester.OSPF/Backbone',
'systemID' => '192.168.107.11 DR',
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'Unknown',
'maskLen' => '24'

}
},...

]
}

}
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api_mp_close_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_close_handle {handle} {database}

このクエ リーは、 生成済みのレポートハンドルを取得し、 レポート を閉じて、 レ
ポートが使用している メモ リ と リ ソースを解放します。 この後でレポートハンド
ルを RouteAnalyzer.api_mp_list_handle で使用するこ とはできません。

入力パラメータ

• handle: 「_handle」 で終わる  RPC 呼び出しで生成した整数。

• database : データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複数の場
合はスペースで区切る )。 名前は、 下にサブツ リーを含む管理ド メ イン名
(CorpNet など ) か、 データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturned Entries ( 返すエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 空白文字列

例 / サンプル

例とサンプル出力の詳細は、 27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」

を参照して ください。
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api_mp_events

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_events {password} {database name} {time t1}
{time t2} {filter} {max entries}

このクエ リーは、 時刻 t1 から  t2 までに発生したマルチプロ ト コルネッ ト ワーク

イベン トの うち、 指定されたフ ィルター条件に一致するイベン トの リ ス ト を返し
ます。 イベン トには、 BGP プレフ ィ ッ クスのアナウンスや取り消し、 IGP 隣接関

係の追加や喪失などがあ り ます。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の BGP イベン ト を返す可能性
があ り ます。 イベン ト数を管理可能な範囲に抑えるには、 フ ィルターを
調節した り、 時間を短縮した り します。 さ らに、 このクエ リーが時間 t1
から  t2 までの BGP イベン ト をすべて取得するのに必要な時間を確保す
るために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も必要
です。 あるいは、 オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、 返す
エン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

•  password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time t1、 t2: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果と して、 こ こで指定した 2 つの
時刻の間に発生したイベン トが出力されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

• max entries: クエ リーで返すエン ト リの最大数を示すオプシ ョ ンパラ メータ
であ り、 32 ビッ トの整数で指定します。
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出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の構造体の配列

— target ( ターゲッ ト ): 文字列

— attributesText ( 属性文字列 ): 文字列 (BGP でない場合 )

— time ( 時刻 ):

— seconds ( 秒 ): 整数

— useconds ( マイ クロ秒 ): 整数

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— operation ( 処理 ): 文字列

— router ( ルーター ): 文字列
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_mp_events ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("05 Nov 2004 11:09:04 PST");
my $t2 = str2time("05 Nov 2004 11:53:52 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_events', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t2)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter), 150 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '150',
'network_name' => 'baklab701',
'report_time' => '20051107T23:13:37:00',
'totalEntries' => '93971',
'result' => [

{
'target' => '',
'attributesText' => 'Type:Internal Router',
'time' => {

'seconds' => '1130545402',
'useconds' => '966898'

},
'topology' => {

'fullName' => 'baklab701.OSPF/0.0.0.1',
'protocol' => 'OSPF'

},
'operation' => 'Drop Router',
'router' => '192.168.0.87'

},
{

'target' => '192.168.0.87',
'attributesText' => 'Metric:Down',
'time' => {

'seconds' => '1130545402',
'useconds' => '966898'

},
'topology' => {

'fullName' => 'baklab701.OSPF/0.0.0.1',
'protocol' => 'OSPF'

},
'operation' => 'Drop Neighbor',
'router' => '192.168.0.2 DR'

},...
]

}
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api_mp_events_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_events {password} {database name} {time t1}
{time t2} {filter} {max entries} 

このクエ リーは、 時刻 t1 から  t2 までに発生したマルチプロ ト コルネッ ト ワーク

イベン トの うち、 指定されたフ ィルター条件に一致するイベン トの リ ス トのハン
ドルを返します。 イベン トには、 BGP プレフ ィ ッ クスのアナウンスや取り消し、

IGP 隣接関係の追加や喪失などがあ り ます。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の BGP イベン ト を返す可能性
があ り ます。 イベン ト数を管理可能な範囲に抑えるには、 フ ィルターを
調節した り、 時間を短縮した り します。 さ らに、 このクエ リーが時間 t1
から  t2 までの BGP イベン ト をすべて取得するのに必要な時間を確保す
るために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も必要
です。 あるいは、 オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、 返す
エン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

52 ページの 「api_mp_events」 の 「入力パラ メータ」 を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 整数

例 / サンプル

例とサンプルの詳細は、 27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」 を参

照して ください。
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api_mp_osi_routes

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_osi_routes {password} {database name} {time}
{filter} {max entries} 

このクエ リーは、 Prefix Neighbor と  ES Neighbor をアナウンスするすべてのルー

ターからの経路 (Prefix Neighbor および ES Neighbor アナウンスをすべて含む ) の
うち、 指定された時刻と条件に一致する経路のリ ス ト を返します。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の経路を返す可能性があ り ま
す。経路数を管理可能な範囲に抑えるには、フ ィルターを調節します。 さ
らに、 このクエ リーが経路をすべて取得するのに必要な時間を確保する
ために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も必要で
す。 あるいは、 オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、 返すエ
ン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

• max entries: クエ リーで返すエン ト リの最大数を示すオプシ ョ ンパラ メータ
であ り、 32 ビッ トの整数で指定します。
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出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の構造体の配列

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— attributes ( 属性 ): ISIS 属性構造体

— Prefix Neighbor/ES Neighbor: 文字列

— router ( ルーター ): 文字列

— state ( 状態 ): MP 状態構造体 ( 基準値あ り )
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_mp_osi_routes ip database

[filter] \n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("1 Feb 2007 16:50:00 PST");
# 10K entries default
# if -1 entered, RPC implementation will return all
my $num = 2;
$num = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_osi_routes',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)),
RPC::XML::RPC_STRING($filter),
RPC::XML::RPC_INT($num)

)
);

foreach (@reqs) {
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my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '2',
'network_name' => 'PDIHari',
'report_time' => '20070206T09:03:48:00',
'totalEntries' => '66',
'result' => [

{
'Prefix Neighbor' => '47.0010.0001',
'topology' => {

'fullName' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'protocol' => 'ISIS'

},
'attributes' => {

'metric' => '0',
'metricType' => 'Prefix Neighbor Comparable'

},
'router' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.0001.0000.
0001.0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'state' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'true'

},
{

'Prefix Neighbor' => '47.0010.0001',
'topology' => {

'fullName' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'protocol' => 'ISIS'

},
'attributes' => {

'metric' => '0',
'metricType' => 'Prefix Neighbor Comparable'

},
'router' => {

'sysid' => '47.0023.0000.0021.0000.00,47.0024.0000.
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0021.0000.00,27.0001.0000.0021.0000.00',
'name' => 'Router21',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'state' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'false'

}
}

}
]

}
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api_mp_osi_routes_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_osi_routes {password} {database name} {time}
{filter} {max entries} 

このクエ リーは、 Prefix Neighbor と  ES Neighbor をアナウンスするすべてのルー

ターからの経路 (Prefix Neighbor および ES Neighbor アナウンスをすべて含む ) の
うち、 指定された時刻と条件に一致する経路のリ ス トのハンドルを返します。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の経路を返す可能性があ り ま
す。経路数を管理可能な範囲に抑えるには、フ ィルターを調節します。 さ
らに、 このクエ リーが経路をすべて取得するのに必要な時間を確保する
ために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も必要で
す。 あるいは、 オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、 返すエ
ン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

入力パラ メータについては、 57 ページの 「api_mp_osi_routes」 の 「入力パラ メー

タ」 を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 整数

例 / サンプル

例とサンプルの詳細は、 27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」 を参

照して ください。
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api_mp_links

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_links {password} {database name} {time} 
{filter}

このクエ リーは、 指定した時刻にマルチプロ ト コルネッ ト ワークに存在するネッ
ト ワーク リ ンクの リ ス ト を返します。 結果をフ ィルタ リ ングして、 たとえば単一
ルーターに接続する リ ンクのみを出力するこ とができます。 出力は、 ソース ノー
ド、 デスティネーシ ョ ンノード、 両ノード間のリ ンクで構成されます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の構造体の配列

— link ( リ ンク ): MP リ ンク構造体

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体
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— sif ( ソースインタフェース ): 文字列 (IGP がある場合 )

— dif ( デスティネーシ ョ ンインタフェース ): 文字列 (IGP がある場合 )

— metric ( メ ト リ ッ ク ): 整数 (IGP がある場合 )
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_mp_links ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("05 Nov 2004 02:11:27 PST");

push (@reqs, 
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_links', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter)

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '150',
'network_name' => 'LabRight',
'report_time' => '20050725T23:40:42',
'totalEntries' => '150',
'result' => [

{
'link' => {

'srcNode' => {
'type' => 'Route Explorer',
'ipaddr' => '192.168.122.90'
},
'dstNode' => {

'type' => 'IBGP Peer',
'ipaddr' => '192,168,100,100'

},
'state' => {

'down' => 'false'
}

},
'topology' => {

'fullName' => 'LabRight.ConfedsTest.ConfedTestTop.BGP
/AS65510',

'protocol' => 'BGP'
}

},
{ 
'link' => {

'srcNode' => {'type' => ..., 'ipaddr' => ...},
'dstNode' => {'type' => ..., 'ipaddr' => ...},
'state' => {'down' => ...}, //end of link
'dif' => ...,
'sif' => ...,
'topology' => {'fullName' => ..., 'protocol' => ...}

}, //end of topology
'metric' => ...

}
]

}
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api_mp_list_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_list_handle {handle} {database} {index} 
{delta}

このクエ リーは、 生成済みのレポートハンドルを取得し、 レポートの うち、 ユー
ザー指定のエン ト リから始まるユーザー指定の数のエン ト リ を返します。

入力パラメータ

• handle: 「_handle」 で終わる  RPC 呼び出しで生成した整数。

• database: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 (複数の場
合はスペースで区切る )。 名前は、 下にサブツ リーを含む管理ド メ イン名
(CorpNet など ) か、 データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• index: 最初に返すレポート内のエン ト リ。

• delta: 情報を返すエン ト リの数。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 呼び出すレポートによ り異な り ます。
68 api_mp_list_handle



api_mp_list_paths

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_list_paths {password} {database name} {source
address} {dest prefix} {time}

このクエ リーは、 ソースからデスティネーシ ョ ンへのパスに関して、 要求時のメ
ト リ ッ ク総数 (計算可能な場合 ) とそのコス ト を持つすべてのパスのリ ス ト を返し

ます。 各パスには、 そのパスに関する情報とパスの各ホップの説明が含まれます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• source address: この XML 構造体には、 ルーター ID またはルーターのイン
タフェースアドレスを示す IPv4 アドレス と、 マスク長 32 を指定します。 こ
のマスクアド レスは、 下位互換のために指定しますが、 このクエ リーでは無
視されます。 OSI ネッ ト ワークの場合、 ソースアド レスは、 中継システムの
システム  ID を示す XML 構造体です。

• dest prefix: この XML 構造体には、 IPv4 アドレス  (192.168.123.125 など )
とマスク長 (27 など ) で構成されたデスティネーシ ョ ンプレフ ィ ッ クスを指
定します。 OSI ネッ ト ワークの場合、 デスティネーシ ョ ンプレフ ィ ッ クスは
NSAP です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数
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• result ( 結果 ): 以下の構造体の配列

— link ( リ ンク ): MP リ ンク構造体

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— path_src ( パスのソース ): ルーター構造体

— path_dst ( パスのデスティネーシ ョ ン ): プレフ ィ ッ クス  IP 構造体

— path_cost ( パスコス ト ): 整数

— paths ( パス ): 以下の情報の配列

— path ( パス ): 文字列

— cost ( コス ト ): 整数

— num_hops ( ホップ数 ): 以下の情報の配列

— hops_src ( ホップのソース ): ルーター構造体

— hop_dst ( ホップのデスティネーシ ョ ン ): ルーター構造体

— area/AS ( 領域 /AS): 文字列 ( 該当する場合 )

— interfaces ( インタフェース ): 以下の情報の配列

— sif ( ソースインタフェース ): MP IP 構造体またはエラー文字列のいず
れか (IGP の場合 )。 OSI ネッ ト ワークの場合は該当しません。

— dif ( デスティネーシ ョ ンインタフェース ): MP IP 構造体またはエ
ラー文字列のいずれか (IGP の場合 )。 OSI ネッ ト ワークの場合は該
当しません。

— bw ( 帯域幅 ): 整数 (EIGRP の場合。 帯域幅の逆数、 Bps 単位、 2.56 * 
1012 をかける )

— delay ( 遅延 ): 整数 (EIGRP の場合。 10 マイ クロ秒 * 256 単位 )

— bw ( 帯域幅 ): 整数 (EIGRP の場合。 帯域幅の逆数、 Bps 単位、 2.56 * 
1012 をかける )

— delay ( 遅延 ): 整数

— metric ( メ ト リ ッ ク ): 整数 (IGP の場合 )

— protocol ( プロ ト コル ): 文字列

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体
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例

#!/usr/bin/perl

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1;$Data::Dumper::Indemy 
$password = 'admin';nt = 1;
my $client; my $req; my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = 1099528204;    #seconds since 1970-01-01 00:00:00 UTC

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_list_a_route',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),

##### source #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "24.0.0.2"),
masklen => 32),

##### destination #####
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "24.0.0.12"),
masklen => 27),

RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1))
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (join "\n", Dumper($value1));

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '1',
'network_name' => 'lab',
'report_time' => '20061103T21:07:42',
'totalEntries' => '1',
'result' => [

{
'path_dst' => {

'masklen' => '32',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '24.0.0.12'}

},
'path_cost' => '-1',
'path_src' => {

'type' => 'ASBR',
'ipaddr' => {'ip4_addr' => '24.0.0.2'}

},
'paths' => [

{
'cost' => '2',
'path_hops' => [

{
'hop_src' => {

'type' => 'ASBR',
'ipaddr' => {'ip4_addr' => '24.0.0.2'}

},
'protocol' => 'OSPF',
'hop_dst' => {

'type' => 'LAN Pseudo-Node',
'ipaddr' => {'ip4_addr' => '192.168.101.2'},
'interfaces' => [

{
'dif' => 'Not available',
'sif' => {'ip4_addr' => '192.168.101.2'}

}
],
'area/AS' => 'lab.OSPF/0.0.0.1',
'metric' => '1',
'prefix' => {

'masklen' => '32',
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'ip_addr' => {'ip4_addr' => '24.0.0.12'}
}

},...
}

],
'path' => 'Path 1',
'num_hops' => '3'

},...
]

}
]

}
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例 (OSI ネッ トワーク )

#!/usr/bin/perl
#*
#*

if(!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1]) || !defined($ARGV[2]) 
|| !defined($ARGV[3])) {

printf "usage: RouteAnalyzer.api_mp_list_osi_paths ip database
src dest\n";

exit(0);
}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $srcaddr = $ARGV[2];
my $dstaddr = $ARGV[3];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("01 Feb 2007 16:40:21 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_list_paths',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(osi_addr => "$srcaddr"),  
## srcaddr = 0000.0001.0000.00
masklen => 0),    
# mask len is not used

new RPC::XML::struct(ip_addr =>
new RPC::XML::struct(osi_addr => "$dstaddr"),  
## dstaddr = 27.0001.0000.0008.0000.00
masklen => 0),   
74 api_mp_list_paths



#masklen is not used.
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1))

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力 (OSI ネッ トワーク )

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '1',
'network_name' => 'PDIHari',
'report_time' => '20070206T09:15:23:00',
'totalEntries' => '1',
'result' => [

{
'path_dst' => '27.0001.0000.0008.0000.00',
'path_cost' => '10',
'path_src' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.0001.0000.
0001.0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'paths' => [

{
'cost' => '10',
'path_hops' => [

{
'hop_src' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.
0001.0000.0001.0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'protocol' => 'ISIS',
'hop_dst' => {

'sysid' => '47.0023.0000.0021.0000.01,47.
0024.0000.0021.0000.01,27.0001.0000.0021.
0000.01',

'type' => 'LAN Pseudo-Node',
'protoType' => 'OSI'

},
'metric' => '10',
'prefix' => '27.0001.0000.0008.0000.00'

},
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{
'hop_src' => {

'sysid' => '47.0023.0000.0021.0000.01,47.
0024.0000.0021.0000.01,27.0001.0000.0021.
0000.01',

'type' => 'LAN Pseudo-Node',
'protoType' => 'OSI'

},
'protocol' => 'ISIS',
'hop_dst' => {

'sysid' => '27.0001.0000.0008.0000.00',
'name' => 'Router8',
'type' => 'L1 Internal Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'metric' => '0',
'prefix' => '27.0001.0000.0008.0000.00'

},
{

'hop_src' => {
'sysid' => '27.0001.0000.0008.0000.00',
'name' => 'Router8',
'type' => 'L1 Internal Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'protocol' => 'ISIS',
'hop_dst' => {

'sysid' => '27.0001.0000.0008.0000.00',
'name' => 'Router8',
'type' => 'L1 Internal Router',
'protoType' => 'OSI'

},
'metric' => '0',
'prefix' => '27.0001.0000.0008.0000.00'

}
],
'path' => 'Path 1',
'num_hops' => '3'

}
]

}
]

}
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api_mp_prefixes_multi_origin

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_prefixes_multi_origin {password} {database
name} {time}{threshold} {max entries}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークのプレフ ィ ッ クスの うち、 複数のルー
ター (OSI 用語では中継システム ) が通知するプレフ ィ ッ クスの リ ス トのハンドル

を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• threshold: レポートに記録するプレフ ィ ッ クスの通知ルーターの最大数を表
すしきい値。 最大数は 2 です。

• max entries: クエ リーで返すエン ト リの最大数を示すオプシ ョ ンパラ メータ
であ り、 32 ビッ トの整数で指定します。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下のプレフ ィ ッ クスの配列

— prefix (IP プレフ ィ ッ クスまたは Prefix Neighbors/ES Neighbor) : 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列
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— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— router ( ルーター ): MP ルーター構造体
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_mp_prefixes_multi_origin ip

database [filter] \n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $thresh = 2;

$thresh = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("5 Feb 2007 19:50:00 PST");

# 10K entries default; if -1 entered
# RPC implementation will return all
my $num = 10000;
$num = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_prefixes_multi_

origin',
RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database),
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)),
RPC::XML::RPC_INT($thresh),
RPC::XML::RPC_INT($num)

)
);
80 api_mp_prefixes_multi_origin



foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '6',
'network_name' => 'PDIHari',
'report_time' => '20070206T18:33:03',
'totalEntries' => '6',
'result' => [

{
'nsap' => '47.0010.0001',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.0001.0000.0001.
0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

}
},
{

'nsap' => '47.0010.0001',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' => '47.0023.0000.0021.0000.00,47.0024.0000.0021.
0000.00,27.0001.0000.0021.0000.00',

'name' => 'Router21',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

}
},
{

'nsap' => '47.0011.0001',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.0001.0000.
0001.0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
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'protoType' => 'OSI'
}

},
{

'nsap' => '47.0011.0001',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' => '47.0023.0000.0021.0000.00,47.0024.0000.0021.
0000.00,27.0001.0000.0021.0000.00',

'name' => 'Router21',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

}
},
{

'nsap' => '00',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' => '47.0024.0000.0001.0000.00,27.0001.0000.
0001.0000.00',

'name' => 'Router1',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

}
},
{

'nsap' => '00',
'area' => 'PDIHari.ISIS/Level2',
'type' => 'Prefix Neighbor',
'router' => {

'sysid' =>
'47.0023.0000.0021.0000.00,47.0024.0000.0021.0000.00,27.

0001.0000.0021.0000.00',
'name' => 'Router21',
'type' => 'L1L2 Router',
'protoType' => 'OSI'

}
}

]
}
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api_mp_prefixes_multi_origin_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_prefixes_multi_origin_handle {password} 
{database name} {time} {filter} {max entries} 

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークのプレフ ィ ッ クスの うち、 複数のルー
ター (OSI 用語では中継システム ) が通知するプレフ ィ ッ クスの リ ス トのハンドル

を返します。

入力パラメータ

入力パラ メータについては、 「api_mp_prefixes_multi_origin」 を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— prefix (IP プレフ ィ ッ クスまたは Prefix Neighbors/ES Neighbor) : 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列

— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— router ( ルーター ): MP ルーター構造体

例 / サンプル

例とサンプル出力の詳細は、 27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」

を参照して ください。
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api_mp_routes

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_routes {password} {database name} {time} 
{filter} {max entries}

このクエ リーは、 プレフ ィ ッ クスをアナウンスするすべてのルーターからの経路

( プレフ ィ ッ クスアナウンスを含む ) のうち、指定された時刻とフ ィルター条件に

一致する経路のリ ス ト を返します。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の BGP 経路を返す可能性があ
り ます。 経路数を管理可能な範囲に抑えるには、 フ ィルターを調節しま
す。 さ らに、 このクエ リーが経路をすべて取得するのに必要な時間を確
保するために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も
必要です。あるいは、オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、返
すエン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

• max entries: クエ リーで返すエン ト リの最大数を示すオプシ ョ ンパラ メータ
であ り、 32 ビッ トの整数で指定します。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数
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• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— attributes ( 属性 ): LS 属性構造体 (LS の場合 )

— attributes ( 属性 ): EIGRP 属性構造体 (EIGRP の場合 )

— attributes ( 属性 ): 文字列 ( 他の IGP の場合 )

— attributes ( 属性 ): 静的属性構造体 ( 静的な経路の場合 )

— attributes ( 属性 ): BGP 属性構造体 (BGP の場合 )

— attributes ( 属性 ): 文字列 ( 他のプロ ト コルの場合 )

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): 文字列

— router ( ルーター ): MP ルーター構造体

— state ( 状態 ): MP 状態構造体 ( 基準値あ り )
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_mp_routes ip database

filter\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = time;

push (@reqs, 
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_routes',    

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)

), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter), 150)

); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '150',
'network_name' => 'baklab701',
'report_time' => '20051107T23:07:45:00',
'totalEntries' => '680',
'result' => [

{
'topology' => {

'fullName' => 'AllStaticRoutes.Static',
'protocol' => 'Static'

},
'attributes' => {

'nextHops' => [
{

'nextHop' => '192.168.101.101/8'
}

]
},
'prefix' => '0.0.0.0/0',
'router' => {

'type' => 'Static',
'ipaddr' => '192.168.133.34'

},
'state' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'false'

}
},...

]
}
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api_mp_routes_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_routes {password} {database name} {time} 
{filter} {max entries} 

このクエ リーは、 プレフ ィ ッ クスをアナウンスするすべてのルーターからの経路

( プレフ ィ ッ クスアナウンスを含む ) のうち、指定された時刻とフ ィルター条件に

一致する経路のリ ス トのハンドルを返します。

注記 このクエ リーは、 短時間の間に多数の BGP 経路を返す可能性があ
り ます。 経路数を管理可能な範囲に抑えるには、 フ ィルターを調節しま
す。 さ らに、 このクエ リーが経路をすべて取得するのに必要な時間を確
保するために、XML-RPC ク ラ イアン トのタイムアウ ト を延長するこ と も
必要です。あるいは、オプシ ョ ンパラ メータ  {max entries} を指定して、返
すエン ト リの数を制限する方法もあ り ます。

入力パラメータ

入力パラ メータについては、 85 ページの 「api_mp_routes」 を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 整数

例 / サンプル

例とサンプル出力の詳細は、 27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」

を参照して ください。
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api_mp_routers

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_mp_routers {password} {database name} {time}
{filter}

このクエ リーは、 指定した時刻にマルチプロ ト コルネッ ト ワークに存在するルー
ターのリ ス ト を返します。 結果をフ ィルタ リ ングして、 たとえば特定のプロ ト コ
ルを実行するルーターのみを出力するこ とができます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— numPrefixes ( プレフ ィ ッ クス数 ): 整数
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— router ( ルーター ): MP ルーター構造体

— state ( 状態 ): MP 状態構造体 ( 基準値なし )
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_mp_routers ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_mp_routers', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter)

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '100',
'network_name' => 'pd353',
'report_time' => '20051027T23:33:57',
'totalEntries' => '100',
'result' => [

{
'topology' => {

'fullName' => 'pd353.Left.BGP/AS65522',
'protocol' => 'BGP'

},
'numPrefixes' => '0',
'router' => {

'type' => 'Route Explorer',
'ipaddr' => '192.168.0.49'

},
'state' => {

'down' => 'false'
}

},
{

'topology' => {
'fullName' => 'pd353.Left.ISIS/Level2',
'protocol' => 'ISIS'

},
'numPrefixes' => '3',
'router' => {

'name' => 'labnet-gw',
'type' => 'AreaBR',
'ipaddr' => '192,168,104,254'

},
'state' => {

'down' => 'false'
}

},...
]

}
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api_prefix_events

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_prefix_events {password} {database name} {prefix}

このクエ リーは、 指定されたプレフ ィ ッ クスのイベン ト リ ス ト を返します。 各イ
ベン ト リ ス トには、 プレフ ィ ッ クスおよびプレフ ィ ッ クスを通知したルーターに
関する情報が含まれます。

注記 このクエ リーは、指定されたプレフ ィ ッ クスに関して、要求先デー
タベースが対象とする期間全体のイベン ト リ ス ト を返します。 そのため、
結果と して返されるエン ト リの数が多くなる可能性があ り ます。 エン ト
リ数を制限するには、 このクエ リーの代わりに api_mp_events クエ リーを
使用し、 フ ィルターと してプレフ ィ ッ クスを指定する方法があ り ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• prefix: この XML 構造体には、IPv4 アドレス  (192.168.123.125 など ) とマス
ク長 (27 など ) で構成されたプレフ ィ ッ クスを指定します。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• events ( イベン ト ): 以下の情報の配列

— prefix_event ( プレフ ィ ッ クスのイベン ト ):

— eventType: 文字列

— time ( 時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

— usec ( マイ ク ロ秒 ): 整数
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— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体

— router ( ルーター ): ルーター構造体
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_prefix_events ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_prefix_events', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "169.229.147.0"),
masklen => 25)

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'UCBJul03a',
'report_time' => '20051027T18:42:29',
'events' => [

{
'prefix_event' => {

'eventType' => 'advertised',
'time' => '20030722T22:10:56:00',
'usec' => '521406',
'prefix' => {

'masklen' => '25',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '169.229.147.0'}

},
'router' => {

'nodeType' => 'AreaBR_ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '128.32.1.209'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '128.32.1.209'

}
}

},...
]

}
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api_prefix_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_prefix_list {password} {database name} {time}

このクエ リーは、 特定の時刻にデータベースで通知されたすべてのプレフ ィ ッ ク
スの リ ス ト を返します。下記のプログラム例は、 2002 年 12 月 17 日の午前 0 時に

通知されたプレフ ィ ッ クスを要求し、プレフ ィ ッ クスの IP アドレス、 タイプ、領

域、 通知したルーターで構成されるプレフ ィ ッ クス情報を表示します。

注記 このクエリーは、 将来のリ リースで廃止される予定のため推奨でき
ません。新しいアプリケーシ ョ ンには、api_mp_routes を使用してください。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体

— routers ( ルーター ): ルーター構造体の配列
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例

#!/usr/bin/perl

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;         
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;

my $t1 = time2iso8601(str2time("17 Dec 2002 00:00:00 PST"));
my $request = RPC::XML::request->new( 

'RouteAnalyzer.api_prefix_list',
RPC::XML::RPC_STRING( 'packet' ),  //password    
RPC::XML::RPC_STRING( 'CorpNet' ), //database name
RPC::XML::datetime_iso8601->new($t1)

);

my $client = new RPC::XML::Client 'http://hostname:2000/RPC2';
my $result = $client->send_request($request);
if ($result->is_fault) { print("--- XMLRPC FAULT ---"); }
print(STDERR join"\n","---XMLRPC 
RESULT---",Dumper($result->value), '');
api_prefix_list 99



サンプル出力

--- XMLRPC RESULT ---        
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS'
'appliance_version' => '0.5.24',

},
'report_time' => '20030303T20:42:01',
'network_name' => 'CorpNet',
'prefixes' => [

{
'prefix_type' => 'Internal',
'prefix_area' => '00000001/ospf',
'prefix'=>{'ip_addr'=>{'ip4_addr'=>'192.168.240.1'},'maskl

en'=>'32'},
'routers' => [

{
'nodeProto' => 'ospf',
'ip_addr' => { 'ip4_addr' => '192.168.104.2' },
'nodeType' => 'ASBR',
'name' => '',
'systemID' => '192168104002:00'

}
{'nodeProto'...'ip_addr'...'nodeType'...'name'...

'systemID'...},
{'nodeProto'...'ip_addr'...'nodeType'...'name'...

'systemID'...}
] // end routers

},
{'prefix_type'...'prefix_area'...'prefix'...'routers'=>

[...] },
{'prefix_type'...'prefix_area'...'prefix'...'routers'=>

[...] }
] // end prefixes

}
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api_prefix_list_filtered

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_prefix_list_filtered {password} {database name}
{router} {time}

このクエ リーは、 特定の時刻に指定のルーターによって通知されたプレフ ィ ッ ク
スの リ ス ト を返します。

注記 このクエリーは、 将来のリ リースで廃止される予定のため推奨でき
ません。新しいアプリケーシ ョ ンには、api_mp_routes を使用してください。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• router: この XML 構造体には、ルーター ID またはルーターのインタフェース
アドレスを示す IPv4 アドレス と、 マスク長 32 を指定します。 このマスクア
ドレスは、下位互換のために指定しますが、 このクエ リーでは無視されます。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— routers ( ルーター ): ルーター構造体の配列

— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_prefix_list_filtered ip

database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_prefix_list_filtered', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)),
new RPC::XML::struct (ip4_addr => "192.168.120.120") 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'Lab',
'report_time' => '20051031T22:58:04',
'prefixes' => [

{
'routers' => [

{
'nodeType' => 'ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,120,120'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'Static',
'name' => 'Router16',
'nodeArea' => 'Lab.EIGRP/AS1',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '192,168,120,120'

},
{

'nodeType' => 'Internal',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.220.20'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'Static',
'name' => 'Router20',
'nodeArea' => 'Lab.EIGRP/AS1',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '192.168.220.20'

},
],
'prefix_type' => 'Static',
'prefix_area' => 'AllStaticRoutes.Static',
'prefix' => {

'masklen' => '0',
'ip_addr' => {

'ip4_addr' => '0.0.0.0'
}

}
}...

]
}
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api_prefix_list_multi_orig

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_prefix_list_multi_orig {password} {database name}
{time}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークの複数のルーターによって通知された
プレフ ィ ッ クスの リ ス ト を返します。 このクエ リーが返す結果は、 api_prefix_list
クエ リーが返す結果のサブセッ トです。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— routers ( ルーター ): ルーター構造体の配列

— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_prefix_list_multi_orig ip

database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = 1058927123;

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_prefix_list_multi_

orig', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", Dumper($value1) );

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'pd353',
'report_time' => '20051028T00:45:15',
'prefixes' => [

{
'routers' => [

{
'nodeType' => 'ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,120,120'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'Static',
'name' => 'Router16',
'nodeArea' => 'pd353.Left.EIGRP/AS1',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '192,168,120,120'

},
{

'nodeType' => 'ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,122,122'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'Static',
'name' => 'Router26',
'nodeArea' => 'pd353.Left.EIGRP/AS1',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '192,168,122,122'

},
{

'nodeType' => 'Internal',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192.168.220.20'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'Static',
'name' => 'Router20',
'nodeArea' => 'pd353.Left.EIGRP/AS1',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '192.168.220.20'

},
],
'prefix_type' => 'Static',
'prefix_area' => 'AllStaticRoutes.Static',
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'prefix' => {
'masklen' => '0',
'ip_addr' => {

'ip4_addr' => '0.0.0.0'
}

}
}...

]
}
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api_prefix_list_same

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_prefix_list_same {password} {database name}
{time}

このクエ リーは、 指定されたデータベースによ りネッ ト ワーク内で通知されたす
べてのプレフ ィ ッ クスに関して、 同一プレフ ィ ッ クスまたは個別のプレフ ィ ッ ク
スを通知するすべてのルーターを返します。内部のプレフ ィ ッ クス  (IGP 固有 ) と
外部のプレフ ィ ッ クス  ( 別のルーティングプロ ト コルからインポート される ) は
別々に比較されます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• prefixes ( プレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— prefix_type ( プレフ ィ ッ クスのタイプ ): 文字列

— prefix_area ( プレフ ィ ッ クスの領域 ): 文字列

— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス構造体

— routers ( ルーター ): ルーター構造体の配列
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例

#!/usr/bin/perl

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;         
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;

my $t1 = time2iso8601(str2time("17 Dec 2002 00:00:00 PST"));
my $request = RPC::XML::request->new( 

'RouteAnalyzer.api_prefix_list_same',
RPC::XML::RPC_STRING( 'admin' ),   //password    
RPC::XML::RPC_STRING( 'CorpNet' ), //database name
RPC::XML::datetime_iso8601->new($t1)

);
my $client = new RPC::XML::Client 'http://hostname:2000/RPC2';
my $result = $client->send_request($request);
if ($result->is_fault) { print("--- XMLRPC FAULT ---"); }
print(STDERR join "\n", "--- XMLRPC RESULT---",

Dumper($result->value), '');
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サンプル出力

--- XMLRPC RESULT ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24',

},
'report_time' => '20030303T20:52:20',
'network_name' => 'CorpNet',
'prefixes' => [

{
'prefix_type' => 'Area-Ext',
'prefix_area' => '00000001/ospf',
'prefix' => {

'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,200,200'},
'masklen' => '24'     

},
'routers' => [

{
'nodeProto' => 'ospf',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,201,201'},
'nodeType' => 'ASBR',
'name' => '',
'systemID' => '091001011001:00'

},
{'nodeProto'...'ip_addr'...'nodeType'...'name'

...'systemID' ...}
{'nodeProto'...'ip_addr'...'nodeType'...'name'

...'systemID' ...}
] // end routers

}, // end first prefix
{'prefix_type'...'prefix_area'...'prefix'....'routers' 

=> [...]},
{'prefix_type'...'prefix_area'...'prefix'....'routers'

=> [...]}
] // end prefixes

}
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api_resource_status

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_resource_status {password}

このクエ リーは、 アプライアンスのメモ リ、 ディ スク、 スワ ップ領域の現状を返
します。 使用領域、 空き領域、 全領域の容量以外に、 ユーザーおよびシステムに
よる  CPU 使用率、 アイ ドル状態の CPU の比率、 その他の用途で使用されている
CPU の比率を表示します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• resouces ( リ ソース ): 

— memory ( メモ リ ):

— free ( 空き領域 ): 整数

— used ( 使用領域 ): 整数

— total ( 領域全体 ): 整数

— pct ( パーセン ト ): double ( 現在のメモ リ使用率 )

— disk ( ディ スク ):

— free ( 空き領域 ): 整数

— used ( 使用領域 ): 整数

— total ( 領域全体 ): 整数

— pct ( パーセン ト ): double ( 現在のディ スク使用率 )

— swap ( スワ ップ ):

— free ( 空き領域 ): 整数

— used ( 使用領域 ): 整数

— total ( 領域全体 ): 整数
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— pct ( パーセン ト ): double ( 現在のスワップ使用率 )

— cpu (CPU):

— user ( ユーザー ): double ( パーセン ト )

— system ( システム ): double ( パーセン ト )

— idle ( アイ ドル ): double ( パーセン ト )

— other ( その他 ): double ( パーセン ト。 「other」 は、 nice 値が設定され
たプロセス、 I/O 待ち、 ハード ウェアおよびソフ ト ウェア割り込みの
処理など、 他の目的で使用されている  CPU の比率です )
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_resource_status ip\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';

$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_resource_status',

RPC::XML::RPC_STRING($password)
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'resources' => {

'memory' => {
'pct' => '71.70806685821979',
'free' => '293032',
'used' => '742712',
'total' => '1035744'

},
'disk' => {

'pct' => '79.65773029037497',
'free' => '5195956',
'used' => '27265044',
'total' => '34227744'

},
'cpu' => {

'system' => '0',
'other' => '0',
'user' => '0',
'idle' => '100'

},
'swap' => {

'pct' => '2.690779962482124',
'free' => '2985840',
'used' => '82564',
'total' => '3068404'

}
}

}
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api_router_events

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_router_events {password} {database name} {router}

このクエ リーは、 指定されたルーターに関連するイベン トの リ ス ト を返します。

注記 このクエリーは、 将来のリ リースで廃止される予定のため推奨でき
ません。新しいアプリケーシ ョ ンには、api_mp_events を使用してください。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• router: この XML 構造体には、ルーター ID またはルーターのインタフェース
アドレスを示す IPv4 アドレス と、 マスク長 32 を指定します。 このマスクア
ドレスは、下位互換のために指定しますが、 このクエ リーでは無視されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• events ( イベン ト ): 以下の情報の配列

— router event ( ルーターイベン ト ):

— eventType ( イベン ト タイプ ): 文字列

— time ( 時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

— usec ( マイ ク ロ秒 ): 整数

— router ( ルーター ): ルーター構造体
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_router_events ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_router_events', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
new RPC::XML::struct(ip_addr =>

new RPC::XML::struct(ip4_addr => "128.32.1.211"))
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'UCBJul03a',
'report_time' => '20051027T19:01:13',
'events' => [

{
'router_event' => {

'eventType' => 'advertised',
'time' => '20030722T22:10:56:00',
'usec' => '581591',
'router' => {

'nodeType' => 'ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '128.32.1.211'},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '128.32.1.211'

}
}

},
{

'router_event' => {
'eventType' => 'advertised',
'time' => '20030722T22:10:52:00',
'usec' => '851696',
'router' => {

'nodeType' => 'ASBR',
'ip_addr' => {

'ip4_addr' => '128.32.1.211'
},
'nodeState' => 'DOWN',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,168',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '128.32.1.211'

}
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}
},...

]
}
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api_router_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_router_list {password} {database name} {time}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークのルーターリ ス ト を返します。

注記 このクエ リーは、 将来のリ リースで廃止される予定のため推奨でき
ません。新しいアプリケーシ ョ ンには、api_mp_routers を使用してください。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• routers ( ルーター ): ルーター構造体の配列
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_router_list ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req; my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("24 Jul 2003 11:00:00 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_router_list', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1))

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'routers' => [

{
'nodeType' => 'Internal',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '169.229.128.130'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '169,229,128,130'

},
{

'nodeType' => 'AreaBR_ASBR',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '128.32.1.209'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,128',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '128.32.1.209'

},
{

'nodeType' => 'Internal',
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '169.229.2.66'},
'nodeState' => 'UP',
'nodeProto' => 'OSPF',
'name' => '',
'nodeArea' => 'UCBJul03a.OSPF/169,229,128,168',
'maskLen' => '32',
'systemID' => '169.229.2.66'

},
],
'network_name' => 'UCBJul03a',
'report_time' => '20051028T00:00:05'

}
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api_router_summarizable

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_router_summarizable {password} {database name}
{time}

このクエ リーは、 単一のプレフ ィ ッ クス と して集約可能な複数のプレフ ィ ッ クス
を指定の時刻に通知しているルーターのリ ス ト を返します。 RAMS は、 これらの

ルーターごとに、 集約した場合の集約後のプレフ ィ ッ クス と、 その構成要素とな
るプレフ ィ ッ クスの リ ス ト を返します。内部の (IGP 固有の ) プレフ ィ ッ クス と外

部の ( 別のルーティングプロ ト コルからインポート される ) プレフ ィ ッ クスは、別

のプレフ ィ ッ クス とみなされます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.EIGRP/AS100 など ) です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• routers ( ルーター ): 以下の情報の配列

— router ( ルーター ): ルーター構造体

— summarizable_prefixes ( 集約可能なプレフ ィ ッ クス ): 以下の情報の配列

— summary ( 集約後のプレフ ィ ッ クス ): プレフ ィ ッ クス  IP 構造体

— contributors ( 構成要素 ): プレフ ィ ッ クス  IP 構造体の配列
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例

#!/usr/bin/perl

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;         
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;

my $t1 = time2iso8601(time);
my $request = RPC::XML::request->new( 

'RouteAnalyzer.api_router_summarizable',
RPC::XML::RPC_STRING( 'admin' ),   //password    
RPC::XML::RPC_STRING( 'CorpNet' ), //database name
RPC::XML::datetime_iso8601->new($t1)

);
my $client = new RPC::XML::Client 'http://hostname:2000/RPC2';
my $result = $client->send_request($request);
if ($result->is_fault) { print("--- XMLRPC FAULT ---"); }
print(STDERR join "\n", "--- XMLRPC RESULT---",

Dumper($result->value), '');
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サンプル出力

--- XMLRPC RESULT ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS'
'appliance_version' => '0.5.24',

},
'report_time' => '20030303T21:09:29',
'network_name' => 'CorpNet',
'routers' => [

{
'router' => {

'nodeProto' => 'ospf',
'ip_addr' => {

'ip4_addr' => '192,168,140,140' 
},
'nodeType' => 'AreaBR',
'name' => '',
'systemID' => '004001001012:00'

},
'summarizable_prefixes' => [

{'summary' => {
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,150,150'},
'masklen' => '31'        

}, // end summary
'contributors' => [

{
'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,150,150'},
'masklen' => '32'         

},
{

'ip_addr' => {'ip4_addr' => '192,168,150,151'},          
'masklen' => '32'   

}
] // end contributors

},
{'summary' ...'contributors' },
{'summary' ...'contributors' }

] // end summarizable_prefixes
}, // end first router
{'router' => {...}, 'summarizable_prefixes' => [...]},
{'router' => {...}, 'summarizable_prefixes' => [...]}

] // end routers
}
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api_system_health

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_system_health {password} 

このクエ リーは、 ネッ ト ワーク内の Route Explorer システムと  Traffic Explorer シ
ステムの稼働状態を返します。 設定された各記録プロセスの記録ステータス とプ
ロセスのデータベースの書き込みステータスも含まれます。 マスター以外の装置
はローカル装置の状態しか取得できませんが、 マスター装置は各ク ライアン トの
状態を取得できます。

注記 ク ライアン トには、マスターと同じクエリーパスワードが必要です。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• units ( 装置 ): 以下の情報の配列

— reachable ( 到達可能 ): ブール

— ipaddr (IP アドレス ): 文字列

— processes ( プロセス ): 以下の情報の配列

— globaldbname ( グローバルデータベース名 ): 文字列

— running ( 実行中 ): ブール

— process ( プロセス ): 文字列

— dbs ( データベース ): 以下の情報の配列

— dbname ( データベース名 ): 文字列

— messages ( メ ッセージ ): 以下の情報の配列

— msg ( メ ッセージ ): 文字列

— last_write_time ( 最新書き込み時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻
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例

if(!defined($ARGV[0])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_system_health ip\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_system_health',

RPC::XML::RPC_STRING($password)
)

);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS', 
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'units' => [

{
'reachable' => '0',
'processes' => [],
'ipaddr' => '192.168.3.44'

},
{

'reachable' => '1',
'processes' => [

{
'label' => 'Traffic1',
'running' => '0',
'dbs' => [],
'process' => 'Flow Recorder'

}
],
'ipaddr' => '192.168.3.126'

},
{

'reachable' => '1',
'processes' => [

{
'globaldbname' => 'JustBGP',
'running' => '1',
'dbs' => [

{
'messages' => [

{
'msg' => 'BGP Recorder is running'

},
{

'msg' => '1 of 1 peers established'
}

],
'dbname' => 'JustBGP.BGP/AS65522',
'last_write_time' => '20061208T21:42:21'

}
],
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'process' => 'BGP Recorder'
}

],
'ipaddr' => '192.168.3.144'

}
]

}
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api_vpn_cust_rt_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_cust_rt_list {password} {database name} 
{operation} {customer name} {route target}

このクエ リ ーは、 指定されたデータベースに存在する  VPN カス タマ名と  RT
(Route Target) のマッピング リ ス ト を返します。 get 操作を指定してこのクエ リー

を実行する と、 マッピング リ ス トに変更は行われません。 このクエ リーでは、 以
下に示すよ う に、 マッ ピング リ ス ト を返す以外に、 リ ス ト に変更を加える操作

(add、 del、 reset) も実行できます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: 管理ド メ イン名 (CorpNet など ) を指定してその下のサブツ
リ ーに含まれる  VPN データベース を選択するか、 データベース名全体
(CorpNet.BGP/AS65522/VPN など ) を指定します。

• operation: 実行する具体的な操作。 値は文字列であ り、 マッピング リ ス ト を
返す場合は値 「get」 を、 VPN カスタマを追加する場合は 「add」 を、 VPN
カスタマを削除する場合は 「del」 を、 マッピングをすべて削除する場合は
「reset」 を使用します。

• customer name: get および reset 操作の場合は空文字列を指定し、add お
よび del 操作の場合は VPN カスタマの名前を指定します。

• route target: get および reset 操作の場合は空文字列を指定し、add および
del 操作の場合は RT の名前を指定します。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• vpn_cust_rts (VPN カスタマと  RT): 以下の情報の配列

— name ( 名前 ): 文字列

— rt (RT): 文字列
api_vpn_cust_rt_list 129



例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_cust_rt_list ip

database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_cust_rt_list',

RPC::XML::RPC_STRING($password),
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::RPC_STRING('get'),
RPC::XML::RPC_STRING(''),
RPC::XML::RPC_STRING('')

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;

}
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サンプル出力

{
'vinfo' => {

'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'network_name' => 'CorpNet',
'vpn_cust_rts' => [

{
'name' => 'Customer1',
'rt' => 'RT:65535:101'

},
{

'name' => 'Customer2',
'rt' => 'RT:65533:101'

}
]

}
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api_vpn_customer_pe_participation

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_customer_pe_participation {password} 
{database name} {time} {filter}

このクエ リーは、 各 VPN カスタマに関連する  PE の統計を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 50

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— customer ( カスタマ ): 文字列

— numActivePEs ( アクティブな PE の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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— numNewPEs ( 新しい PE の数 ): 整数

— numDownPEs ( ダウンしている  PE の数 ): 整数

— definition ( 定義 ): 文字列

— numBaselinePEs ( 基準時の PE の数 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_customer_pe_participation

ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_customer_pe_

participation', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '50',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051115T19:19:00:00',
'totalEntries' => '50',
'result' => [

{
'customer' => 'Cust747',
'numActivePEs' => '0',
'deviation' => '100',
'numNewPEs' => '0',
'numDownPEs' => '0',
'definition' => 'RT:600:1',
'numBaselinePEs' => '0'

}
]

}
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api_vpn_customer_pe_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_customer_privacy {password} {database 
name} {time} {customer name} {filter}

このクエ リーは、 指定された VPN カスタマに関連する  PE のリ ス ト を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• customer name: PE リ ス トが必要な VPN カスタマの名前。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。
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出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— PE: ルーター構造体

— vpnState (VPN の状態 ): 状態構造体 ( 基準値あ り )
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例

#!/usr/bin/perl
if(!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1]) || !defined($ARGV[2])) 
{

printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_customer_pe_list ip
database customer\n";

exit(0);
}
my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $customer = $ARGV[2];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";
my $t1 = str2time("30 Aug 2005 00:26:30 PDT");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_customer_pe_list', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($customer), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '1',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051115T19:14:20:00',
'totalEntries' => '1',
'result' => [

{
'PE' => {

'type' => 'Originator',
'ipaddr' => '192,168,180,180'

},
'vpnState' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'true'

}
}

]
}
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api_vpn_customer_reachability

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_customer_reachability {password} {database 
name} {time} {filter}

このクエ リーは、 各 VPN カスタマの到達可能性統計を返します。 到達可能性は、

基準時の到達可能性からの偏差を示すパーセン ト値で示されます。 たとえば、 一
部の経路がダウンしており、 使用可能な経路が基準時よ り も少ない場合、 この値
は負になり ます。 基準時に認識されていなかった新しい経路が追加される と、 値
は正になり ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列
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— customer ( カスタマ ): 文字列

— definition ( 定義 ): 文字列

— numPEs (PE の数 ): 整数

— numActiveRoutes ( アクティブな経路の数 ): 整数

— numBaselineRoutes ( 基準時の経路の数 ): 整数

— numDownRoutes ( ダウンしている経路の数 ): 整数

— numNewRoutes ( 新しい経路の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_customer_reachability ip

database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";
my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_customer_

reachability', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '50',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051115T19:19:49:00',
'totalEntries' => '50',
'result' => [

{
'numDownRoutes' => '1',
'numActiveRoutes' => '0',
'numNewRoutes' => '0',
'numPEs' => '0',
'customer' => 'Cust747',
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '1',
'definition' => 'RT:600:1'

}
]

}
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api_vpn_customer_reachability_by_peer

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_customer_reachability_by_peer {password} 
{database name} {time} {customer name} {filter}

このクエ リーは、 指定された VPN カスタマの各 PE の到達可能性統計を返しま

す。 到達可能性は、 基準時の到達可能性からの偏差を示すパーセン ト値で示され
ます。 たとえば、 一部の経路がダウンしており、 使用可能な経路が基準時よ り も
少ない場合、 この値は負にな り ます。 基準時に認識されていなかった新しい経路
が追加される と、 値は正にな り ます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• customer name: 到達可能性情報が必要な VPN カスタマの名前。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数
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• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— PE: ルーター構造体

— vpnState (VPN の状態 ): 状態構造体 ( 基準値あ り )

— numActiveRoutes ( アクティブな経路の数 ): 整数

— numBaselineRoutes ( 基準時の経路の数 ): 整数

— numDownRoutes ( ダウンしている経路の数 ): 整数

— numNewRoutes ( 新しい経路の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1]) || !defined($ARGV[2])) 
{

printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_customer_reachability_by_
peer ip database customer\n";

exit(0);
}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $customer = $ARGV[2];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("30 Aug 2005 00:26:30 PDT");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_customer_

reachability_by_peer', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($customer), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
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if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '25',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051115T19:12:35:00',
'totalEntries' => '25',
'result' => [

{
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '1',
'numNewRoutes' => '0',
'PE' => {

'type' => 'Originator',
'ipaddr' => '192,168,180,180'

},
'deviation' => '0',
'numBaselineRoutes' => '1',
'vpnState' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'true'

}
}

]
}
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api_vpn_route_target_pe_participation

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_pe_participation {password} 
{database name} {time} {filter}

このクエ リーは、指定されたネッ ト ワークの各 RT (Route Target) に関連する  PE の
統計を返します。 この統計には、 RT に関する情報、基準時からの偏差、 アクティ

ブな PE の数、 ダウンしている  PE の数、 基準時後に新し く追加された PE の数が

含まれます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— routeTarget (RT): 文字列
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— numActivePEs ( アクティブな PE の数 ): 整数

— numBaselinePEs ( 基準時の PE の数 ): 整数

— numDownPEs ( ダウンしている  PE の数 ): 整数

— numNewPEs ( 新しい PE の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_pe_

participation ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_pe_

participation', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '50',
'network_name' => 'pd353',
'report_time' => '20051028T00:23:42',
'totalEntries' => '50',
'result' => [

{'routeTarget' => 'RT:65522:600',
'numActivePEs' => '3',
'deviation' => '100',
'numNewPEs' => '3',
'numDownPEs' => '0',
'numBaselinePEs' => '0'

},
{'routeTarget' => 'RT:65522:2300',

'numActivePEs' => '1',
'deviation' => '100',
'numNewPEs' => '1',
'numDownPEs' => '0',
'numBaselinePEs' => '0'

},
{'routeTarget' => 'RT:65522:500',

'numActivePEs' => '2',
'deviation' => '100',
'numNewPEs' => '2',
'numDownPEs' => '0',
'numBaselinePEs' => '0'

},
{'routeTarget' => 'RT:65522:1500',

'numActivePEs' => '2',
'deviation' => '100',
'numNewPEs' => '2',
'numDownPEs' => '0',
'numBaselinePEs' => '0'

},
]

}
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api_vpn_route_target_pe_list

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_privacy_by_peer {password} 
{database name} {time} {route target} {filter}

このクエ リ ーは、 指定された RT (Route Target) に関連する  PE ルーターと その

VPN 状態のリ ス ト を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• route target: 対象の RT を指定するラベル (RT:600:1 など )。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— PE: ルーター構造体
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— vpnState (VPN の状態 ): 状態構造体 ( 基準値あ り )
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1]) || !defined($ARGV[2])) 
{

printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_pe_list ip
database route-target\n";

exit(0);
}
my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $route_target = $ARGV[2];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);
use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";
my $t1 = str2time("28 Aug 2005 15:50:22 PDT");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_

pe_list', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($route_target), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '25',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051108T19:51:50',
'totalEntries' => '25',
'result' => [

{
'PE' => {

'type' => 'Originator',
'ipaddr' => '192,168,180,180'

},
'vpnState' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'true'

}
}

]
}
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api_vpn_route_target_reachability

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_reachability {password} 
{database name} {time} {filter}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークの各 RT (Route Target) の到達可能性統

計を返します。 この統計には、 基準時からの偏差に関する情報、 ダウンしている
経路の数、 アクティブな経路の数、 基準時後に新し く追加された経路の数が含ま
れます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— routeTarget (RT): 文字列
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— numPEs (PE の数 ): 整数

— numActiveRoutes ( アクティブな経路の数 ): 整数

— numBaselineRoutes ( 基準時の経路の数 ): 整数

— numDownRoutes ( ダウンしている経路の数 ): 整数

— numNewRoutes ( 新しい経路の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_reachability

ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Jul 2004 08:25:51 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_

reachability', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
);

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '50',
'network_name' => 'pd353',
'report_time' => '20051027T23:25:19',
'totalEntries' => '50',
'result' => [

{
'routeTarget' => 'RT:65522:100',
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '0',
'numPEs' => '0',
'numNewRoutes' => '0',
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '0'

},
{

'routeTarget' => 'RT:65522:600',
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '0',
'numPEs' => '0',
'numNewRoutes' => '0',
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '0'

},
{

'routeTarget' => 'RT:65522:2400',
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '0',
'numPEs' => '0',
'numNewRoutes' => '0',
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '0'

},
{

'routeTarget' => 'RT:65522:700',
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '0',
'numPEs' => '0',
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'numNewRoutes' => '0',
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '0'

}
]

}
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api_vpn_route_target_reachability_by_peer

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_reachability_by_peer {password}
{database name} {time} {route target} {filter}

このクエ リーは、 指定された RT (Route Target) の各 PE の到達可能性統計を返し

ます。 この統計には、基準時からの偏差に関する情報、ダウンしている経路の数、
アクティブな経路の数、 基準時後に新し く追加された経路の数が含まれます。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• route target: 対象の RT を指定するラベル (RT:600:1 など )。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— PE: ルーター構造体
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— vpnState (VPN の状態 ): 状態構造体 ( 基準値あ り )

— numActiveRoutes ( アクティブな経路の数 ): 整数

— numBaselineRoutes ( 基準時の経路の数 ): 整数

— numDownRoutes ( ダウンしている経路の数 ): 整数

— numNewRoutes ( 新しい経路の数 ): 整数

— deviation ( 偏差 ): 整数
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例

#!/usr/bin/perl

if(!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1]) || !defined($ARGV[2])) 
{

printf "usage: RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_reachability_
by_peer ip database route_target\n";

exit(0);
}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";
my $route_target = $ARGV[2];

$filter = $ARGV[3] if ($#ARGV >= 3);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Aug 2005 16:16:45 PDT");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_route_target_

reachability_by_peer', 
RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($route_target), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
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if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print (STDERR join "\n", "---XMLRPC RESULT value1---",

Dumper ($value1) );
}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '20',
'network_name' => 'VOD',
'report_time' => '20051108T20:04:47',
'totalEntries' => '20',
'result' => [

{
'numDownRoutes' => '0',
'numActiveRoutes' => '1',
'numNewRoutes' => '1',
'PE' => {

'type' => 'Originator',
'ipaddr' => '192,168,180,180'

},
'deviation' => '100',
'numBaselineRoutes' => '0',
'vpnState' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'true'

}
}

]
}
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api_vpn_routes

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_routes {password} {database name} {time} 
{filter}

このクエ リーは、 指定されたネッ ト ワークの VPN 経路リ ス ト を返します。

入力パラメータ

• password: クエ リーに設定されたパスワード。

• database name: データベース階層に含まれる  1 つ以上のデータベース名 ( 複
数の場合はスペースで区切る )。名前は、下にサブツ リーを含む管理ド メ イン
名 (CorpNet など ) か、データベース名全体 (CorpNet.BGP/AS65522/VPN など )
です。

• time: UTC タイムゾーンの時刻を  ISO 8601 形式で指定します 
(20050725T21:47:35 など )。 クエ リーの結果は、 指定された時刻のネッ ト
ワークの状態に基づいて計算されます。

• filter: フ ィルターパラ メータに一致するサブセッ トのみを出力するための
フ ィルター式。 フ ィルター式の詳細は、 『ユーザーガイ ド』 の 「History 
Navigator」 の章の 「式の構文」 を参照して ください。 フ ィルター 「any」 を
使用する と、 結果がすべて返されます。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 以下の情報の配列

— topology ( ト ポロジ ): ト ポロジ構造体

— vpnPrefix (VPN プレフ ィ ッ クス ):

— labelStack ( ラベルスタ ッ ク ): 文字列
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— prefix ( プレフ ィ ッ クス ): 文字列

— attributes ( 属性 ): BGP 属性構造体

— router ( ルーター ): ルーター構造体

— state ( 状態 ): 状態構造体 ( 基準値あ り )
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例

#!/usr/bin/perl

if (!defined($ARGV[0]) || !defined($ARGV[1])) {
printf "usage:RouteAnalyzer.api_vpn_routes ip database\n";
exit(0);

}

my $rexip = $ARGV[0];
my $database = $ARGV[1];
my $filter = "any";

$filter = $ARGV[2] if ($#ARGV >= 2);

use strict;
use RPC::XML::Client;
use RPC::XML 'time2iso8601';
use Date::Parse;
use Data::Dumper; $Data::Dumper::Terse = 1; $Data::Dumper::

Indent = 1;
my $client;
my $req;
my @reqs;
my $password = 'admin';
$client = new RPC::XML::Client "http://$rexip:2000/RPC2";

my $t1 = str2time("28 Feb 2005 15:50:22 PST");

push (@reqs,
RPC::XML::request->new('RouteAnalyzer.api_vpn_routes', 

RPC::XML::RPC_STRING($password), 
RPC::XML::RPC_STRING($database), 
RPC::XML::datetime_iso8601->new(time2iso8601($t1)), 
RPC::XML::RPC_STRING($filter) 

)
); 

foreach (@reqs) {
my $res = $client->send_request($_);
if ($res->is_fault) {print("---XMLRPC FAULT ---"); }
my $value1 = $res->value;
print Dumper($value1);

}
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サンプル出力

---XMLRPC RESULT value1 ---
{

'vinfo' => {
'software_version' => 'Build 4.0.90 HP RAMS',
'appliance_version' => '0.5.24'

},
'numReturnedEntries' => '20',
'network_name' => 'pd353',
'report_time' => '20051027T21:40:07',
'totalEntries' => '20',
'result' => [

{
'topology' => {

'fullName' => 'pd353.Left.BGP/AS65522/VPN',
'protocol' => 'BGP'

},
'vpnPrefix' => {

'labelStack' => '20543',
'prefix' => '65522:700:192.168.230.230/24'

},
'attributes' => {

'mpReachabilityNextHop' => '0:192.168.104.12',
'extCommunities' => 'RT:65522:700 ',
'origin' => 'INCOMPLETE',
'localPref' => '100',
'asPath' => '',
'med' => '0'

},
'router' => {

'type' => 'IBGP Peer',
'ipaddr' => '192,168,200,200'

},
'state' => {

'inBaseline' => 'false',
'down' => 'false'

}
},...

]
}
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api_vpn_routes_handle

RPC 呼び出し : RouteAnalyzer.api_vpn_routes_handle {password} {database} {time} 
{filter} {max_entries}

こ のク エリ ーは、 指定さ れたネッ ト ワーク の VPN 経路リ スト のハンド ルを返し

ます。

入力パラメータ

入力パラ メータについては、 167 ページの 「api_vpn_routes」 を参照して ください。

出力の構造

• vinfo ( バージ ョ ン情報 ): バージ ョ ン構造体

• numReturnedEntries ( 返されたエン ト リの数 ): 整数

• network_name ( ネッ ト ワーク名 ): 文字列

• report_time ( レポート作成時刻 ): ISO 8601 形式の UTC 時刻

• totalEntries ( エン ト リの総数 ): 整数

• result ( 結果 ): 整数

例 / サンプル

27 ページの 「リエン ト ラン ト クエ リーの使用方法」 の リエン ト ラン ト クエ リーの

説明を参照して ください。
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